一、次の言葉に送り仮名をつけなさい。（20×0.5＝10）　

   黙る　　割る　　黙る　　存続　　謙虚　　発想　　小僧　　喜ぶ　　
   苦手   　　割く　選択　　自力　　犯す　　情報　　具合　　髪型　　
   改めて　 　素直　　普段　　置き去り

二、次の平仮名の漢字を書きなさい。（20×0.5＝10点）

    しょくたく　　かんたい　　きがかり　　はっそう　　けんじょう　　
    つくす　  じゅうてん　　うごかす　　せんたく　　せいしき　　
    きしゃ　　ひろう   いこう　　じりき　　さんせい　　あやつる　

    けっしん　　おこす   はだ　　してき　　

三、次の言葉の意味を簡単に説明しなさい。（5×1＝5点）

　　格好がつかない

    戸惑う　　　

　  からかう

    置き忘れる

    義務教育

四、次の文を読んでA、B、C、Dの中から最も適当な答えを一つ選びなさい。　　　　　

　（20×1＝20点）

①田中さんは４０度も熱がある　　　プールで泳いでいます。

A　のに　　B　より　　C　でも　　D　ほど

②「コーヒー　　　いかがですか。」

「ありがとうございます。」

A　でも　　B　までに　　C　ほど　　D　ごろ

③学校では遊んで　　　いて、ぜんぜん勉強しませんでした。

　A　までに　　B　ばかり　　C　しか　　D　ながら

④田中さんにあまりお酒を飲まない　　　言ってください。

　A　ように　　B　より　　C　ので　　D　ようだ

⑤彼の言うことなど二度と信じる　　　。

A　ものよ　　B　ものだ　　C　ものに　　D　ものか

⑥本を読んでいる　　　眠ってしまいました。

A　うえに　　B　うえで　　C　うちに　　D　うちで

⑦書館は読書を目的　　　施設です。ほかの人に迷惑になるようなことはしないでください。

A　とあった　　B　とした　　C　といった　　D　とみた

⑧たとえだめだったと　　　、また、頑張るまでのことです。

A　とすると　　B　しないと　　C　しても　　D　しなくても

⑨手紙を出さなければならないと思い　　　忙しくてなかなか出せなくて、もう一ヶ月にもなる。

A　つつも　　B　たびに　　C　おきに　　D　するも

⑩毎日漢字を１０個ずつ覚える　　　にしています。

A　の　　B　こと　　C　ところ　　D　はず

⑪面白い映画だと聞いたので、　　　見たいです。

A　たぶん　　B　そんなに　　C　ぜひ　　D　急に

⑫田中さんは　　　そうな本を読んでいます。

　A　難しい　　B　難し　　C　難しく　　D　難しくて

⑬もし車を　　　ドイツの車がいいです。

A　買ったら　　B　買えば　　C　買うと　　D　買うなら

⑭「先生、テストのとき、辞書を見てもいいですか。」

　「いいえ、　　　。」

　A　見なくてもいいです　　B　見てはいけません　　C　見ないべきです　　

D　見なければなりません

⑮新しいゲームを買ってきたから、　　　やってみましょう。

A　さっそく　　B　さっぱり　　C　さっき　　D　さっさと

⑯　　　待っても田中さんは来ませんでした。

A　どうして　　B　どこ　　C　いくら　　D　どのくらい

⑰お湯が　　　から、お茶を入れましょう。

　A　開いた　　B　沸いた　　C　できた　　D　やけた

⑱病気の　　　、会社を辞めます。

　A　ため　　B　こと　　C　ので　　D　から

⑲夏休みが終わる　　　一度旅行したいです。

　A　まで　　B　うちに　　C　までに　　D　だけ

⑳調査結果　　　レポートを書き、二十日までに提出すること。

　A　にあたって　　B　にとって　　C　に基づいて　　D　にかかわって

五、次の文章の[一][二][三][四][五]を読んで、選択肢[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]から最も適切なものを１つ選びなさい。（15×3=45点）

（一） 
私には昨春、高校を卒業した二人の娘がいる。姉は大学受験に失敗して現在予備校生。妹の方は就職している。姉は小さいころから勉強が得意だが、妹は勉強は苦手だった。だが、二人とも心の優しい子に育ったと私は思っている。

ところが、先日、久しく顔を見せていない夫の弟が訪ねてきた。私と娘二人で迎え、賑やかに談笑していたが、途中から【1】話の雲行きが怪しくなってきた。義弟がいやに姉の方にからむのだ。

「女なのに大学なんかに行ってどうするんだ。【2】学歴のある人間にろくなやつはいない」。

気まずい空気を取り除くように妹は「おじさん、夕食にしよう。シチューがあるのよ」と準備のために席を立った。昼の間に姉が久しぶりに会うおじさんのためにと作ったシチューである。

シチューを口に運んだ義弟は「やっぱり勉強はできなくても、気立てのいい子の作った料理はおかしいなあ」。シチューは妹が作ったものと思い込んでいたのだ。姉は【3】「ごめんなさい」と席を外して、台所で泣きじゃくっていた。彼女の心はずたずたに傷つけられてしまった。

義弟は中卒で苦労して生きてきた人間である。今までに学歴のある人間に何度も傷つけられてきたことだろう。一年以上も会っていない姪に「女のくせに、ロボットのように勉強ばかりしている」といって、【4】自分の劣等感をぶつけたのではないだろうか。

思えば、姉の浪人が決定してから、励ましに来てくれた親類の方々の話の内容も「私は学歴はないけれど、人間性だけはある」という。最後には女の学歴の批判で終わる。みんな、女で浪人という表面ばかり見て、教師希望という目的意識を持った娘の内側を理解してくれる人はいなかった。

　　　　　　　　　　　　朝日新聞テーマ談話室編『子供』朝日新聞社より

1．【1】話の雲行きが怪しくなってきたとあるがどういうことか。

　　[Ａ]おじさんが怒り出した　　　　
[Ｂ]会話が終わった　　

　　[Ｃ]ますます賑やかになった　　　
[Ｄ]気まずくなってきた

2．おじさんはなぜ【2】学歴のある人間にろくなやつはいないと言ったのか。

[Ａ]姉が嫌いで、傷つけたいと思ったから 

[Ｂ]学歴のある人間に傷つけられたことがあるから

[Ｃ]妹が勉強ができなくてかわいそうだと思ったから

[Ｄ]大学受験に失敗した姉を慰めようと思ったから

3．姉が【3】「ごめんなさい」と席を外して、台所で泣きじゃくっていたのはなぜか。

　　[Ａ]おじさんがシチューは妹が作ったと思い込んだから　　

　　[Ｂ]妹がシチューを自分で作ったもののように言ったから

　　[Ｃ]自分のことをおじさんにまったく理解してもらえないから

　　[Ｄ]姉は自分のことを気立てがいいと考えていたから

4．【4】自分の劣等感とはどんな劣等感か。

　　[Ａ]おじさんの今まで苦労したという劣等感　　　

　　[Ｂ]妹の勉強ができないという劣等感

　　[Ｃ]おじさんの中卒だという劣等感　　　　　　　　　　

[Ｄ]姉のロボットのように勉強しているという劣等感

5．筆者が最も言いたいことは何か。

　　[Ａ]おじさんは娘に劣等感をぶつけるような人間性の人だ　　

　　[Ｂ]学歴と人間性は関係がない

　　[Ｃ]学歴が高いからといって人間性がないとはいえない　　　　　　　　　　

　　[Ｄ]目的を持って大学に行く娘の内面を考えてほしい

（二） 

地下鉄をでると雨だった。風邪気味の息子を連れてきたことを後悔する。目的の場所まで行くには公園を二つ横切らなければならない。ここはボストンのど真ん中、パークストリート駅。相変わらず混んでいる。

通りを横切ったところにタクシー乗り場があるのを思い出し、息子の手を引いて小走りに走った。【6】タクシーにたどり着いたがドアを開けてくれない。

「ニューバリ通りに行きたいんですが……。」

運転手は私の目を見て黙っている。しばらくタクシーには乗っていない。ボストンも東京並みに乗車拒否が出てきたかと、

「近すぎて悪いけどお願いします。」

運転手、何か言いたげににやにやしている。変なタクシーをつかまえてしまった。雨はだんだん激しくなる。息子の身体に覆いかぶさるようにして、

「息子は風邪を引いているんです。この雨の中、公園を二つ横切って歩かせるわけにはいきません。」

哀願から意地になってきた。運転手に何かしゃべらせなきゃならないと思い、黙って相手の目を見つめて返事を待つ。運転手、やっと重い口を開き、

「この駅でグリーン線に乗って二つ目で降りればニューバリー通りの入り口なんだが……。」

【7】そんなこと分かっている。わざわざ地下鉄に戻って電車を待つ間にタクシーで走れば着いてしまうから、こうして雨の中、頼んでいるというのに。【8】私の腹は煮えたぎってきた。しかし、この運転手、乗車拒否らしきことは一言も言わず、手や頭を振るような仕草もしない。ただニヤニヤするばかりで、どうも調子はずれだ。もうこれ以上、運転手の笑顔を見てばかりはいられない。ままよ、と勝手にドアを開けて、息子を先に押し込み、自分も乗り込んだ。

タクシーがスッと動き出した。どうせ走るなら、【9】もっとすんなり承知すればいいものを、おかげで服はびしょ濡れ。息子の風邪が心配だ。憤懣（ふんまん）やるかたなき思いで息子の濡れた髪を拭いていると、

「どこから来たの。」

「日本。ボストンには十年住んでいる。」

憮然として答える。運転手、バックミラーで盛んに後ろの席を見る。まったくおかしなやつだ。

「しかし、よく雨が降るね。」

だから、タクシーを拾ったのだ。

「坊や何歳だい。学校はどうしたの」

学校を休ませても来なくちゃならない用事があったのだ。この運転手、乗車した途端にしゃべり出した。チップをはずんでもらいたいんだな。

「日本でもポリスに頼めば、こうして乗せてつれてってくれるのかい。」

わが息子、追い打ちかけるように、

　「ぼく、ポリスカーに乗るの始めてだ!」

6. 【6】タクシーにたどり着いたがドアを開けてくれないのはなぜか。

[Ａ] ボストンのタクシーも東京並みに乗車拒否が出てきたから

[Ｂ]目的地が近すぎるから

[Ｃ]地下鉄の駅に近いから

[Ｄ]タクシーではなくて、ポリスカーだから

7. 【7】そんなことは何を指すか。

    
[Ａ]乗車拒否のこと　　　

[Ｂ]運転手が忙しいこと

　　[Ｃ]この駅でグリーン線に乗って二つ目で降りればニューバリー通りの入り口に着くこと　　　　　　　　　

　　[Ｄ]目的地に着くまで公園を二つ横切らなければならないこと

8. 【8】私の腹は煮えたぎってきたのはなぜか。

    
[Ａ]雨の中で頼んでいるのになかなか乗せてくれないから

[Ｂ]子供が風邪を引いたから　

　　[Ｃ]雨がひどくなってきたから　　　　　　　　　　

　　[Ｄ]電車がなかなか来ないから　

9. 【9】もっとすんなり承知すればいいものをとあるが、どういう意味か。

    
[Ａ]もっと早く電車に乗ればよかったのに　　　

[Ｂ]もっと早く来てくれればよかったのに

　　[Ｃ]もっと早く目的地まで行く地下鉄を教えてくれればよかったのに　　　　　　　　　　

　　[Ｄ]最初からドアを開けて乗せてくれればよかったのに 

10. 文章の内容と合っているものはどれか。
[Ａ]ボストンのタクシーも乗車拒否する　　　

[Ｂ]ボストンの電車はいつも遅れる

　　[Ｃ]作者はタクシーを拾おうとしたら、間違えてポリスかを捕まえてしまった　　　　　　　　　　

　　[Ｄ]ボストンのポリスカーはとても値段が高い

 （三） 

日本人は「間」を大切にするが、欧米に行くと、どうしてこうまでして空間を埋め尽くしているのだろうかと思われる建築も見かける。カトリックの教会やイスラム教のモスクなどもそうである。

【11】よくいわれることだが、欧米人には虚空に対する恐怖心があるという説がある。空というのは虚無であり、無である。無というのは怖い。神こそ「有」であり、「無」は神の不在だからである。そこで非常に堅牢な建築を建て、すべての壁面を人工的なもので埋め尽くさなければならない。

つまり、神の造物のなかで、一番偉い人間を中心に考えてみると、人間がいけないところ、人間が知らないところは、怖いだけだ。自分の思うようにならない。行き届かないところだから、何があるか分からない。

逆に何か印を付けてくれば、そこまで人間が行ったぞということで安心できる。

山でも、西洋人は、あの山があるから征服する。なぜエベレストに登るのか、山がそこにあるからだ。人間の足で踏んでみなければ安心できない、そういう考え方である。

日本の場合は、自然に対する考え方が違う。人間は自然の中にいる。従って、特に何もしなくても、きっかけさえ作れば、みんなで「うん、あれか」ということを、ともに感じ取ることができる。少なくとも、そう信じている。

つまり、【12】自然を対象として、人間の向こう側に見ていない。そのなかに我々は居るんだと感じている。

したがって暗示や象徴ということで、おい、あれだよといって肘でつつくと、うん、あれだな。まばたきすると、うん、あれだなと分かる。人はみな全体としての天然自然の一部だから、何もいわなくても共通のものを持っている。日本人はそうである。

つまり、日本人と西欧人とでは、自然、或いは天然自然というものの中に自分たちがいると感じるのか、外側に対象としての自然を見るか、その感じ方の違いがある。

もう一歩進めると、キリスト教では、人間だけでは世界は分からない。（　【13】　）非常に怖い。何とかこれから逃れる道はないか。そこで全知全能の神·唯一神が生まれてくる。全能の神がいて、それが人間とはこういうものですよ、自然はこういうものですよと、はっきりとした秩序を造ってくれる。神が造った秩序があり、その秩序によって人間が動いている限り、人間は神様によって保証されているから、安心だ。これが一神教の世界である。イスラム教も、キリスト教もそうだ。

日本人の場合、その拠り所となるものは、神とも仏とも言えないし、自然とも言いにくい。造化というか、天然宇宙というか、いわく言い難いトータルな生命というものを信じているということであろう。

【14】それは生きていて動くものである。見えたり見えなかったりする。樹木や石や、いろいろなところにちらちらと姿を見せるのだが、またすぐ消えてしまう。しかしなくなったわけではない。

そこで、消えているときに、そのあるものが姿を現すのを期待する、そのためには空白をあけておかねばならない。そこに期待と緊張感が生まれる。これが「間」というものにほかならない。

11．文中の【11】よくいわれることとはどんなことか。

[Ａ]日本人は「間」を大切にするが、欧米人はそうではない


[Ｂ]欧米に行くと、空間が埋め尽くされた建築が見かける。

[Ｃ]カトリックの教会やイスラム教のモスクなどは「間」を持っていない　　　
    [Ｄ]欧米人には虚空に対する恐怖心がある

12．【12】自然を対象として、人間の向こう側に見ていないとはどういうことか

[Ａ]自然というものはいくら見つめても分からない

[Ｂ]自然をものとせず、一人の人間として見る 

[Ｃ]自然を認識できない対象として見ていない


[Ｄ]自然を人間と一体化したものとして見る

13．文中の（  【13】 ）に入るものはどれか。

　  [Ａ]だから　　
[Ｂ]ところが    [Ｃ]とはいえ 　 [Ｄ]その結果

14．文中の【14】それは何を指すか?

[Ａ]日本人の拠り所　　[Ｂ]トータルな生命というもの　

[Ｃ]造化というもの　　[Ｄ]見えたり見えなかったりするもの

15．この文章と会わないものはどれか、[Ａ]――[Ｄ]の中から一つ選びなさい。

[Ａ]欧米では建築の壁面が人工的なもので埋め尽くされたのは、「神」の存在を示すためだ

[Ｂ]日本人は自然を感で知るが、西洋人はそうではない

[Ｃ]神が世界の秩序を造ったと主張するのが一神教である

[Ｄ]日本人は「間」をあけるのは何かを期待しているからである

六、次の文章を日本語に訳しなさい。（5×2点＝10点）

①我想刚才是您给我打的电话，请问您是那位。

②真希望天气能变得暖和一点。

③因为他不喜欢鱼，所以我想他大概不会想吃寿司吧。

④不管做什么事情，不认真做就不会成功。

⑤因为大雨，运动会不得不中止。。

